
 

 

 

 



 

 

（仮訳） 

 

米空軍特殊作戦コマンド 

 

件名：ＣＶ－２２事故調査の更新 

日付：令和６年２月２０日 

 

・ 空軍特殊作戦コマンド司令官のトニー・バウエルンファイント空軍中将は、2023 年

11 月 29 日に屋久島付近で発生した CV-22 の事故を受け、安全調査委員会（SIB）及び  

事故調査委員会（AIB）を招集した。 

・ この「安全調査」とは、軍内部における（事故の）再発防止のために実施するもので

あり、「事故調査」とは、より広範なリリース（for broader release）のために実施   

するものである。 

・ いずれの調査も現在進行中であり、事故の原因を特定するための分析が進められてい

る。 

・ 現時点において、発生した物質的不具合（the material failure）は判明しているが、

その原因は特定されていない。 

・ 調査の重要な部分である物質的不具合の原因を理解するために、技術的な試験と分析

が進行中である。 

・ 調査が最終決定される前に、調査結果を開示することは時期尚早であり、推定的で  

ある。 

・ 最終的な安全調査の結果及び勧告が受領された時点において、優先事項は、慎重な  

飛行再開を通知するとともに、CV-22 乗組員及び維持整備要員が将来の事故を防止する

ために必要な情報が得られることを確保することである。 

・ 事故調査が完了した後、事故調査報告書が公表される前に、（事故調査）委員会の長

から遺族に対して直接説明を行う。 

・ 運用停止の状況に変化が生じる時期を共同で判断するため、空軍特殊作戦コマンドは、

V-22 統合プログラム・オフィス及び関係者と引き続き緊密に連携している。 

・ 我々の優先事項は、引き続き、乗組員及び維持整備要員の安全並びに事故の影響を  

受けた人々への支援である。 

 


